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諮問庁：独立行政法人国立高等専門学校機構 

諮問日：平成３１年４月１２日（平成３１年（独個）諮問第２０号） 

答申日：令和元年７月３日（令和元年度（独個）答申第１４号） 

事件名：本人に係る「特定調査結果報告書」の作成に利用された保有個人情報

の一部開示決定に関する件（保有個人情報の特定） 

 

 

答 申 書 

 

第１ 審査会の結論 

   別紙の１に掲げる請求保有個人情報１ないし請求保有個人情報１２（以

下，併せて「本件請求保有個人情報」という。）の開示請求につき，別紙

の２に掲げる文書１ないし文書１１に記録された保有個人情報（以下，併

せて「本件対象保有個人情報」という。）を特定し，一部開示した決定に

ついては，本件対象保有個人情報を特定したことは，妥当である。 

第２ 審査請求人の主張の要旨 

 １ 審査請求の趣旨 

   独立行政法人の保有する個人情報の保護に関する法律（以下「法」とい

う。）１２条１項の規定に基づく開示請求に対し，平成３１年２月１４日

付け特定高専総第２０号により，独立行政法人国立高等専門学校機構（以

下「機構」，「処分庁」又は「諮問庁」という。）が行った一部開示決定

（以下「原処分」という。）につき，開示請求した情報について開示又は

不開示処分を行うことを求める。 

 ２ 審査請求の理由 

 （１）審査請求書 

    原処分により開示及び不開示処分とした情報は開示請求情報と異なる。 

 （２）意見書（資料は省略） 

    保有個人情報開示請求は，法１２条，何人も，この法律の定めるとこ

ろにより，独立行政法人等に対し，当該独立行政法人等の保有する自己

を本人とする保有個人情報の開示を請求することができる，から始まる。 

    法５条には独立行政法人等は，偽りその他不正の手段により個人情報

を取得してはならないとある。保有個人情報には，その取得に偽りその

他不正の手段がないことを証明する情報が含まれていなければならない。 

    「特定調査結果報告書」が偽りその他不正の手段により作成されたも

のでないことを証明するには，調査開始時点で保有していた以下の情報

を開示情報に追加する必要がある。 

    「成績伝票」，「配点表」，「学生から疑義が提起」，「教務委員会

の調査により当時の本校の成績評価ルールに則っていなかった」，「教



 

 2 

務主事，同学科の学科長及び校長から当人にやり直しを命じた」，「校

長は，当人に学年末成績評価をやらせることは困難と判断し，学科長の

責任において成績評価をやらせるよう指示」 

    別紙資料一覧（資料）が残存資料のようであるが，ここには配点表を

除く上記情報が存在しない。 

    成績伝票と配点表について補足する。調査した成績は審査請求人の評

価成績と異なる。成績伝票がどちらであるかは調査の原点に係る。配点

表（資料）は見てわかるように慌てて作成し，資料も訂正も基情報を確

認できない校長室で，行ったものである。この後，きちんと訂正したも

のを特定個人Ａに提出している。この提出した配点表が別紙資料一覧に

存在しない。 

    「特定調査結果報告書」の保有がある機構はすべてを確認できるので，

これ以上の説明は不要である。 

   （以下，略） 

第３ 諮問庁の説明の要旨 

 １ これまでの経緯 

   審査請求人は，元機構特定高等専門学校（特定高専）教員で，特定年度

において，特定クラスＡの特定科目及び特定クラスＢの特定科目等の授業

を担当していた。（略）について，特定高専校長は，審査請求人が提出し

た（略）に疑問が生じたため，（略）の説明を求めたが，明確な返答をせ

ず，その後も特定高専の信頼を損なう内容のＨＰの公開，勤務命令に従わ

ない言動，特定高専教員への迷惑行為及び授業妨害行為などを繰り返した

ため，特定年月日Ａ諭旨解雇処分となり，特定年月日Ｂをもって解雇され

た。 

   審査請求人は，これまで多くの保有個人情報開示請求や懲戒処分の不服

申立，損害賠償請求訴訟，個人情報の開示請求に係る不開示決定取消請求

訴訟，公表情報の虚偽認定請求訴訟等を起こしているがすべて，裁判にお

いて敗訴となっている。 

   これらは，すべて懲戒処分に端を発したものであり，本請求もその一端

である。 

 ２ 開示請求に係る保有個人情報の名称等 

   別紙の２のとおり。 

 ３ 開示決定の妥当性 

   審査請求人は，審査請求の趣旨において，「開示請求した情報について

開示または不開示処分を行う。」とし，理由では「特定高専総第２０号に

より開示及び不開示処分とした情報は開示請求情報と異なる。」と主張し

ている。しかし，審査請求人が提出した保有個人情報開示請求書の１．開

示する保有個人情報の名称等には，「「特定調査結果報告書」の作成に利
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用された請求者についての保有個人情報」との記載があったため，請求の

内容に基づき，特定高専で保有している保有個人情報を適正に判断した上

で請求に沿った文書を特定し，開示決定を行ったものである。 

   以上のことから，本審査請求は，失当である。 

   なお，保有個人情報開示決定通知書は審査請求人に郵送したが，審査請

求人から，保有個人情報の開示の実施方法等申出書の提出がなかったため，

開示の実施は行っていない。 

第４ 調査審議の経過 

   当審査会は，本件諮問事件について，以下のとおり，調査審議を行った。 

   ① 平成３１年４月１２日  諮問の受理 

   ② 同日          諮問庁から理由説明書を収受 

   ③ 令和元年５月２１日   審査請求人から意見書及び資料を収受 

   ④ 同年６月１０日     審議 

   ⑤ 同年７月１日      審議 

第５ 審査会の判断の理由 

 １ 本件開示請求について 

   本件開示請求は，別紙の１に掲げる保有個人情報（本件請求保有個人情

報）の開示を求めるものであり，処分庁は，別紙の２に掲げる文書１ない

し文書１１に記録された保有個人情報（本件対象保有個人情報）を特定し，

一部開示する決定（原処分）を行った。 

   これに対して，審査請求人は，本件対象保有個人情報は本件請求保有個

人情報と異なるとして，原処分の取消しを求めていると解されるところ，

諮問庁は，原処分を妥当としていることから，以下，本件対象保有個人情

報の特定の妥当性について検討する。 

 ２ 本件対象保有個人情報の特定の妥当性について 

 （１）当審査会事務局職員をして，原処分において本件対象保有個人情報を

特定した理由について，諮問庁に改めて確認させたところ，諮問庁は，

以下のとおり説明する。 

   ア 請求保有個人情報１は，特定年度の中間試験成績から学年末成績の

認定までの経緯に関する保有個人情報であると解し，関係教員から

の報告文書である文書１ないし文書７に記録されている保有個人情

報を特定し，一部開示決定した。 

   イ 請求保有個人情報２は，特定年度の中間試験成績から学年末成績の

認定までの経緯に関する保有個人情報であると解し，関係教員から

の報告文書である文書１ないし文書６及び文書８並びに審査請求人

が作成した文書９に記録されている保有個人情報を特定し，一部開

示決定した。 

   ウ 請求保有個人情報３は，特定年度に教務主事が行った学級担任に対
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する事情聴取に関して，当時の関係者が作成した文書に記録された

保有個人情報であると解し，教務主事の報告書である文書１，教務

委員会成績担当主事補の報告書である文書５，特定クラスＡ担任の

報告書である文書６及び特定クラスＢ担任の報告書である文書８に

記録されている保有個人情報を特定し，一部開示決定した。 

   エ 請求保有個人情報４は，特定年度当時の審査請求人とその所属学科

の状況が分かる資料に記録された保有個人情報であると解し，教務

主事の報告書である文書１，特定学科長の報告書である文書２及び

文書４に記録されている保有個人情報を特定し，一部開示決定した。 

   オ 請求保有個人情報５は，特定年度当時の審査請求人の状況が分かる

資料に記録された保有個人情報であると解し，教務主事の報告書で

ある文書１及び特定学科長の報告書である文書４に記録されている

保有個人情報を特定し，一部開示決定した。 

   カ 請求保有個人情報６は，校長が審査請求人に説明を求めた事実内容

が分かる資料に記録された保有個人情報であると解し，教務主事の

報告書である文書１，特定学科長の報告書である文書２及び文書４

に記録されている保有個人情報を特定し，一部開示決定した。 

   キ 請求保有個人情報７は，当時の審査請求人の主張が分かる資料に記

録された保有個人情報であると解し，教務主事の報告書である文書

１及び審査請求人の主張を記した文書１０に記録されている保有個

人情報を特定し，開示決定した。 

   ク 請求保有個人情報８は，当時の審査請求人の言動及び状況が分かる

資料に記録された保有個人情報であると解し，教務主事の報告書で

ある文書１，審査請求人の所属学科長として特定学科長が取りまと

めた報告書である文書４，当時の教務委員会成績担当主事補が状況

を取りまとめた文書５並びに審査請求人の主張を記した文書１０及

び文書１１に記録されている保有個人情報を特定し，一部開示決定

した。 

   ケ 請求保有個人情報９は，当時の教務委員会の対応が分かる資料に記

録された保有個人情報であると解し，教務主事の報告書である文書

１，審査請求人の所属学科長として教務関係についても特定学科長

が取りまとめた報告書である文書４，当時の教務委員会成績担当主

事補が状況を取りまとめた文書５並びに審査請求人の主張を記した

文書９に記録されている保有個人情報を特定し，一部開示決定した。 

   コ 請求保有個人情報１０は，当時の審査請求人の所属学科である特定

学科の対応が分かる資料に記録された保有個人情報であると解し，

教務主事の報告書である文書１，審査請求人の所属学科長として特

定学科長が学科内の状況を取りまとめた報告書である文書４，当時
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の教務委員会成績担当主事補が状況を取りまとめた文書５及び所属

学科の教務委員が学科内の状況を報告した文書７に記録されている

保有個人情報を特定し，一部開示決定した。 

   サ 請求保有個人情報１１は，当時の教務委員会の対応及び審査請求人

の主張が分かる資料に記録された保有個人情報であると解し，教務

主事の報告書である文書１及び審査請求人の主張を記した文書１１

に記録されている保有個人情報を特定し，開示決定した。 

   シ 請求保有個人情報１２は，当時の特定高専及び教務委員会等の対応

及び審査請求人の主張内容等が分かる資料に記録された保有個人情

報であると解し，教務主事の報告書である文書１及び審査請求人の

主張を記した文書１０に記録されている保有個人情報を特定し，開

示決定した。 

 （２）また，審査請求人は，意見書において，①「成績伝票」，②「配点

表」，③「学生から疑義が提起」，④「教務委員会の調査により当時の

本校の成績評価ルールに則っていなかった」，⑤「教務主事，同学科の

学科長及び校長から当人にやり直しを命じた」及び⑥「校長は，当人に

学年末成績評価をやらせることは困難と判断し，学科長の責任において

成績評価をやらせるよう指示」の６件の保有個人情報を本件対象保有個

人情報に追加するよう求めていると解されるところ，当審査会事務局職

員をして，審査請求人の当該意見について，諮問庁に改めて確認させた

ところ，諮問庁は，以下のとおり説明する。 

    上記①及び②に係る保有個人情報は文書１に，上記③に係る保有個人

情報は文書１，文書２，文書４ないし文書６及び文書８に，上記④に係

る保有個人情報は文書１，文書４，文書５及び文書１１に，上記⑤に係

る保有個人情報は文書１，文書２，文書５及び文書１１に，上記⑥に係

る保有個人情報は文書１，文書２及び文書５に，それぞれ記録されてい

ることから，上記①ないし⑥に係る保有個人情報は，原処分において開

示済みである。 

 （３）当審査会において，諮問庁から「特定調査結果報告書」の提示を受け，

諮問書に添付された文書１ないし文書１１と照らし合わせて確認したと

ころ，上記諮問庁の説明に特段不自然，不合理な点はなく，これを覆す

に足りる事情も認められない。 

    したがって，機構において，本件対象保有個人情報の外に，本件請求

保有個人情報に該当する保有個人情報を保有しているとは認められない。 

３ 審査請求人のその他の主張について 

  審査請求人はその他種々主張するが，いずれも当審査会の上記判断を左右

するものではない。 

４ 本件一部開示決定の妥当性について 
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  以上のことから，本件請求保有個人情報の開示請求につき，本件対象保有

個人情報を特定し，一部開示した決定については，機構において本件対象保

有個人情報の外に開示請求の対象として特定すべき保有個人情報を保有して

いるとは認められないので，本件対象保有個人情報を特定したことは，妥当

であると判断した。 

（第５部会） 

  委員 南野 聡，委員 泉本小夜子，委員 山本隆司 
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別紙 

 

１ 本件請求保有個人情報 

  「特定調査結果報告書」（報告書）の以下（１）～（１２）の作成に利用

された審査請求人についての保有個人情報。 

  審査請求人以外により取得された保有個人情報は，保有情報の取得者及び

取得年月日の情報を含む。 

（１）「第１ はじめに １ 調査事項」（請求保有個人情報１） 

   調査確認とは，調査確認対象の情報に信頼性がないことを理解していた

ことを意味する。特定年月調査確認前の調査事項の情報。 

  （２）～（１２）は，報告書のそれぞれの部分の作成に利用された情報の

みの開示で良い。 

（２）「第２ 事実関係 １ 事実関係の概要 （２）当人及び本校の対応」

（請求保有個人情報２） 

（３）「第３ 教務主事及び教務委員会の初期対応の調査確認 １ 学級担任

からの事情聴取」（請求保有個人情報３） 

（４）「第３ 教務主事及び教務委員会の初期対応の調査確認 ２ 当人と所

属学科との調整」（請求保有個人情報４） 

（５）「第４ 本事案に係る当人の対応の調査確認 １ 学生からの疑義に対

する当人の態度」（請求保有個人情報５） 

（６）「第４ 本事案に係る当人の対応の調査確認 ２ 当人からの成績評価

方法に係る事情聴取」（請求保有個人情報６） 

（７）「第４ 本事案に係る当人の対応の調査確認 ４ 教務主事，学科長，

校長からの指示，命令に対する当人の対応の調査確認 （１）当人の主張

内容」（請求保有個人情報７） 

（８）「第４ 本事案に係る当人の対応の調査確認 ４ 教務主事，学科長，

校長からの指示，命令に対する当人の対応の調査確認 （２）当人の言

動」（請求保有個人情報８） 

（９）「第５ 当人の対応を踏まえた本校の対応の調査確認 １ 教務委員会

の対応」（請求保有個人情報９） 

（１０）「第５ 当人の対応を踏まえた本校の対応の調査確認 ２ 当人の所

属学科の」（請求保有個人情報１０） 

（１１）「第６ 調査結果に対する当ＷＧとしての見解（結論） （１）「定

期試験の素点に「授業において行う実験の点数」を加算するという主

張」」（請求保有個人情報１１） 

（１２）「第６ 調査結果に対する当ＷＧとしての見解（結論） （２）授業

担当者以外の者が評価した成績は，正当とは認められないという主張」

（請求保有個人情報１２） 
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２ 本件対象保有個人情報が記録された文書 

文書１ 特定年月日Ｃ付け特定個人Ｂの特定年度の成績評価等に関する対処

について 

文書２ 特定年月日Ｄ Ｎｏ．１・特定科目後期中間試験の返却答案の点数

と教務からの成績点との不一致学生⇒担任⇒教務主事 

文書３ 特定年月日Ｅ Ｎｏ．２・追伸 

文書４ 特定年月日Ｆ特定個人Ｂの行動に対する特定学科の経過報告 

文書５ 特定年月日Ｇ特定個人Ｂの特定年度学年成績の処理について 

文書６ 特定年月日Ｈ受け特定年度学年成績等の処理について 

文書７ 特定年月日Ｉ特定学科特定個人Ｃ 特定年度成績評価の経緯 

文書８ 特定年月日Ｊ特定年度 学生の成績評価に関する問題について 

文書９ 特定年月日・時刻  特定個人Ａ様 

文書１０ 特定年月日Ｋ 特定個人Ａ様 

文書１１ 特定月日後期中間試験伝票再提出のお願い他。 

 


